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1. 子供は家庭 内にい る限り自由で，社会 の規範 に拘

束されず保護 されてお り，社会的圧力 は親によって受 け

止められてい る。 が半面 親はそ の圧力 を自己 を通し て和

らげ子供に伝 える社 会化 の役割 も果し ている。これ がい

わゆるしつけであって， 子供の性 格をゆがめぬようにし

つけす るこ とは容易ではない。 殊に子供 が幼い時 は親を

絶対的権威者 として信頼してい るが， 自分達 の生活環 境

が次第 に拡大・分化してくると，その信 頼が弱 まり自我

意識 が目ざ め，自主独立の精神によって親子関係は一層

微妙 な間柄 となって くるよ そこで小・中学の子供達の親

に対 する考え方を把握し，親のし つけ態度， 諸要因 関係

にっい て調査した結果を報告する。

2. 親を批判す る考え方（ 非好意的）親を肯定す る考

え方（好 意的）から成 る14個の構成文を作製し，昭年35年

６月~8 月しづ け調査 の３とし て同時 に実施，資料をガ

ットマンの尺度分析 により, 好意点 の高y 組ヽ低い組お の

おの25% を抽出し， 相互の比較 を11領域 にお ける親子一

致のしつけ態度， 並びに前回まで報 告し た諸原因 との関

係に求めてみた。

3. 全般的な単純集計の結果 にはかなり期待 通りの成

果も あったが， 尺度分析のもの につい てはや や設問 な

どに不備があった ものか，ガットマン尺度は理 論的 に厳

格す ぎる構造だ とい われているが，再現性係数に問 題点

を残し予想した程成果 は得られなかったが，一つの反 省

とし て今後 の研究 に譲 りたい と思う。


